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会長あい さつ

窪 園  弘 治

会長になって 3年 目も、半年が過ぎ、だんだん時間がたつのが早 く

感 じるようになりま した。
これ もひとえに会員の皆 さんのサポー トのおかげで、行事をこなし

てきたこととおもい御礼を申し上げます。

平成 15年前半は、県講習会、県ジャンボ リー、そ して 4月 のアニ
バー と立て続けに行事が続き、皆 さんも趣味をこえた部分 もあったの

ではないかと感 じてお ります。 (ご くろうさまで した )

また、 SD以外でも、市青協関連で 8月 の親子三代夏まつ りの参加
等 と、翌週のクローバー SD講習会 といろいろな面で活躍 していただ

き感謝 してお ります。

講習会では、青年対象の初心者講習会で、参加者がいるか不安で してが、若干の人の参加があ
り、ほっとした ところです。

青年対象の SDに ついては、 これか らもSDの 存続のためにねば り強 く実施 したい と思います
ので、今後 とも協力のほどよろ しくお願い しまり。

さて、 9月 か らは、 50回 日のビギナー講習会が始ま りま した。

新 しい仲間に、 SDの 楽 しさを、私はもちろん皆 さんで協力 しなが ら教 えていただき、クロー
バーの強力な一員 として育つ よ うに期待 してお ります。

11月 末には、初めての企画で温泉ツアー を行います。 日頃の SDを踊つているの とまた一味
違 った面が出て くるかな と、いまか ら楽 しみ に していますので、できるだけ多 くのかたが参加 し
てくだ さい。

最後に、後半も行事等、またいろいろお願 いす ることがあ りますので、よろしくお願い します。
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第 37回 アニバーサ リー に

参加 して
小川  恵 子

ス クエ ア ダ ンス を始 め 、 ビギナ ー を卒 業
し、MSを 終 え、 こ こま で着 い て来 られ た

とほ つ と した ものです 。

ク ロー バ ー リー フの イ ベ ン トで あ ります
ア ■バ ー サ リー に参 加 す るに至 って は誇 ら

しい気 持 ちで した
`メ

イ ンス トリー ム の講

習 を終 え踊 り込 み に も入 り少 しは踊 れ そ う
な気 にな ってい た の です 。

そ して そ の 日・・ ・ 驚 き の連 続 。・ ・ コ

ス チ ュ ウム の華 や か さ、 人 の多 さに圧 倒 、
た く さん の ス クエ アが ひ しめ き合 い 、 そ し

て 自分 は 、 よ くス クエ ア を壊 し皆 さん の足

を 引 つ ぱ りま した。 私 の 思 い は砕 け た感 じ
で した。 で も、参加 で き た事 に よ り心 の弾
む 思 い で楽 しく終 え られ ま した。 これ も偏
に諸 先 輩 方 の指 導 に よる もの と感 謝 の思 い

で 一杯 です。

これ か らは 、都 合 の付 く限 リパ ー テ ィな
どに参 加 しコー ラー さん の声 に体 が 速 や か

に反応 す る こ との で き る よ うが ん ば りた い

次 第 です 。 これ か らも皆 様 の ご指 導 よ ろ し

くお願 い致 します 。

第 37回 ア ニ バ を 終 え て

坂場   孝 之

坂場  とよ子

37回 アニバ が 、 大 変 盛 会 裏 に終 了 出来
た こ と誠 にお めで と うご ざい ます 。 今 年 1

月 か ら入 会 させ て 頂 き、 ク ロー バ ー リー フ
の会 員 と して初 めて の ア ニバ を大変 楽 しく
体 験 す る こ とが 出来 ま した。 私 共夫 婦 は 、
1999年 2月 に東 京 SDCの 「ビギナ ー

SD講 習会 」 に参 力日し初 めて ス クェ ア ダ ン
ス の 世 界 を体 験 して 以 来 、「ベ ー シ ック 、
MS、 プ ラス 」 の ス テ ップ を踏 み 、 4年 間
か けて ど うにかパ ー テ ィー で 楽 しく踊 れ る
よ うに な りま した 。 家 内 の lr2う は フ ォー ク

ダ ンス を 20年 以 上 や っ てい て 私 か ら見 る
と 「ダ ンス狂 い」 で 毎週 4日 は何 か の ダ ン
ス を踊 ってい るの に、長 い 問私 と一 緒 に踊
つて も ら うチ ャ ンス を持 て ませ ん で した

が 、 珍 しく東 ス ケ の 「ビギナ ー講 習 」 を一

緒 にや らない か と声 を掛 けて くれ た こ とか

らこの世 界 に入 つた 次第 です 。 土曜 日が私

に とってい ろい ろ都 合 の悪 い 口で 、東 スケ
の例 会 日が 土曜 で あ るた め例会 にで られ な
い こ とが多 く、他 ク ラブヘ の移 籍 を考 え、

東 ス ケ の 40周 年 ア ニバ が無 事 終 了 した の

を機 会 に比方 、 の移 籍 を承認 して頂 い た次

第 です 。 お 陰 で水 曜 日の例 会 日には 二 人 で

揃 つ て 出掛 け る こ とが 出来 、 毎週 の例 会 日

を楽 しみ に してお ります 。

移 籍 して未 だ 日も浅 い ので 、 ク ラブ 内の

様 子 も良 く分 か りませ ん が 、気 取 りの無 い

フ ラ ン クで 自由な雰 囲気 の ク ラブ と言 うの

が第 一 印象 です 。 川 崎 さん 、窪 園 さん を始
め幹 部 の方 々が 大変 熱 心 で 、 関係 団体 へ 出

向 コー ラー を派 遣 して 千葉 県 内へ の SD普
及 に努 力 され てお られ る話 しを伺 い頭 の下
が る思 い です 。 最 近 にな って SDの 奥行 き
の深 さに少 し気 が付 き、 もっ と勉 強 して更
に楽 しい踊 りが 出来 る よ う努 力 したい と考
えて い ます 。 ど うか 会 員 の皆 様 か らの ご指

導 、 ご厚 誼 を宜 しくお願 い 致 します 。
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アニバーサ リー に参カロして

上村 南海子

ク ロー バ ー リー フに とって 三 十 七 回 目 と

の こ とです が 、私 に とって は 、 初 めて の 大

会 の参 加 が 第 二十 七 ロ ア ニバ ー サ リー で し

た。 思 い返 してみ ます と、 昨年 の秋 に ク ロ

ー バ ー リー フに通 うよ うに な っ て か ら、 あ
つ とい う間 で 、 半年 もの時 F・5が 流れ た とは

思 えませ ん。

この 半 年 間 に 限 らず 、私 は こん なに熱 気

に あふ れ た催 し物 に参加 した こ とは あ りま
せ ん で した の で 、 ま るで 子供 の よ うに浮 か

れ て しまい 、何 が何 や らわか らない ま ま に
一 日を過 ご して しまい ま した。 です の で も
しか した ら的 外 れ な こ とを書 い て しま うか

も知 れ ませ ん が 、大 日に 見 て い た だ け る と

幸 い です 。

当 日は朝 か ら雨 が 降 って い て 、 4月 下 旬
に して は寒 い 日で した。 私 が会 場 に 着 い た

時 には ほ どん と準 備 は終 わ って お り、飲食
物 の用 意 を少 しお 手 伝 い した だ け で した。

時 間 と共 に 次 々に驚 く程 沢 山の 方 が ご来 場
し、 開 会 と もな る と、 い きな り音 楽 と衣 装
の 色 の洪 水 に な りま した。 外 は寒 か った の

に ダ ンス を してい る と身 体 が暑 くな って き
て 、 曲の 合 間 に風 の入 つ て く る所 で 、涼 み
た くな る程 で した。

私 自身 の ダ ンス は あ ま りい た だ けませ ん

で した が 、教 えて い た だ け るま ま に踊 り、
普 段 出 会 わ な い方 に 声 を か けて い た だ き、
大 変 有 意 義 な一 日 とな りま した 。 この場 を
お借 り して 、 アニバ ー サ リー に ご参 加 下 さ
つたす べ て の方 に感 謝 の 気持 ち を述 べ た い

と思 い ます 。 準備 を して 下 さっ た方 、踊 っ

て 下 さつた方 、遠 くか らい ら して 下 さった

方 、 本 当に あ りが と うご ざい ま した。

千葉県SDジャンボリーに参加して
照井  啓 子

初 め て ジ ャ ンボ リー に参 加 しま した。

泊 ま り込 み で踊 る こ とな どは初 めて の事
です 。 楽 しみ に 、そ の 日迄 、足 を く じか な
い様 に と気 を付 け て 、 ジ ャ ンボ リー の そ の

日を待 ちま した。 お か げ様 で元 気 に ジ ャ ン

ボ リー に参加 出 きて ウキ ウキ して 出か け ま
した。

海 が どこか らも見 え る変 わ った形 の きれ
い な ホテル で した。

さつそ く踊 りの会 場 へ 行 く と、 た く さん
の 人 達 が楽 しく踊 って い ま した。全 部 で三

百人 集 ま った そ うです 。 さっそ く、パ ー ト

ナ ー を探 して踊 りの 輪 の 中に入 つて踊 りま

した。 何 人 もの コー ラー さん の コー ル で 、

分 か らな い コー ル が あ って 、動 けな くて 、
こわれ て しま う時 、ス コー ル が 、 良 く分 か
つて 、最 後 迄 こ われ な くて よか った と思 っ

て 、嬉 しか った事 で す 。 講 習 をす る会 場 ヘ

行 き最 後 迄 こ こで踊 りま した。
2つ 日の 楽 しみ は 、抽 選 会 です 。 で も 自

分 と同 じ数 字 の番 号 は 次 か な と思 い つ つ も

出て 来 ませ ん で した。 ク ロー バ ー リー フの

人は 誰 れ も当た らな か った様 です 。 会 場 に

居 な か った人 に何 人 か に 当た りま した。 や
つぱ りく じ運 は 、悪 い な ― と思 ってい ます 。

今 回初 めて参 加 して本 当 に楽 しく、又 新
しい お友 達 が 出来 て とて も有 意 義 な一 泊 二

日で した。 また次 の ジ ャ ンボ リー に も参加
させ て頂 こ うと思 って い ます 。
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SD講習会に参加して
入 戸 野  靖 子

2月 2日 、緊 張 の朝 を迎 えま した 。 12
月 に一応 卒 業 証 書 な る もの はい た だ き ま し

た が 、 い つ も先 輩 の方 々 に手 取 り足 取 り し

て い た だ き な が ら必 死 に踊 って い る私 に と
つて、 初 めて外 ヘ ー 歩 を踏 み 出す この 日は

試 験 日を迎 えた受 験 生 の心 境 とで も 申 しま
し よ うか。 娘 た ち に 「忘 れ 物 は な あい ?カ
イ ロは持 った の ?」 と後 押 しされ 、会 場 で
ク ラブ の先 輩 の方 々 のお顔 を拝 見 した 時 、

少 しだ け ほ っ と した もので した。

初 め て倶 楽 部 バ ッチ を身 につ け、 会 場 で

色 々な 方 か ら 「ク ローバ ー さん な の ね 、 よ

ろ しく」 と声 をか けてい た だ き、 とて も嬉
しく思 い ま した。 い ざ、講 習 が始 ま り輪 の

中 に入 る と 「間違 えて も教 えて くだ さるか

ら大 文 夫 。 勉 強 の た め に来 た の だ か ら」 と

精 一 杯 自分 を励 ま し、 た だ た だ コー ラー さ
ん の声 に耳 を ダ ンボ に し、食 事 の 時 間以 外
トイ レヘ行 くの も忘 れ 無 我 夢 中で踊 り続 け
た 一 日で した 。 本 当 に よい経 験 を させ て い

た だ き ま した。 企 画 運 営 に携 わ って くだ さ
つた役 員 の方 々、 ご指 導 くだ さった 講 師 、
コー ラー の方 々、 そ して 多 くの諸 先 輩 の方
々 に感 謝 申 し上 げます。

疲 れ た とい うよ り気 持 ちがハ イ にな って
い た の で し ょ うか 、音 楽 が頭 の 中 を流 れ 続
け なか なか寝 付 かれ ない 記 念 す べ き私 の一

歩 で した。 細 く長 く楽 し く頑 張 りた い と思
い ます ので これ か らも よ ろ しくお願 い い た
します 。

颯
‐。・

初 めて 県 連 SD講 習 会 に参 加 して

斎藤  み ち子

昨年 の九月 よ り半年 FH5、 皆様 に ご指 導 を

頂 き 、何 とか少 し動 け る よ うに な った か と

思 い なが ら会 場 に入 りま した が 、大 勢 の人
々 と 2貰 れ ない コー ラー さん の言 葉 が 聞 き取
れ ず 戸 惑 い又 慌 て た の を覚 えて居 ります 。

会 長 と高橋 さん が コー ル して 下 さった 時 に

は、 とて も安 心 して 動 けた よ うな気 が 致 し

ま した。 早 く何 方 の コール で も しっか り判
る よ うにな りたい と思 って居 ります 。 先 輩
の方 々 も ご 自身 が楽 しむ だ けで な く、私 達
の為 にや さ しい笑顔 で手 を取 って 下 さ り、

本 当 に嬉 しく感 じま した。 ま だ まだ 、覚 え
が 悪 くて ご迷 惑 をか けて居 ります が 、水 曜

日は 大好 きな、 そ して大 切 な 日とな りま し

た。

伝 統 あ る ク ロー バ ー リー フの会 員 と して

誇 りを持 って 、今 後 とも更 に楽 しみ なが ら

学 ん で行 きた い と考 えてお ります 。
ど うぞ よろ しくお 願 い い た します 。

褥
●

　
・
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岡 山 コ ンベ ン シ ョン に参 カロして

中村  英 雄

ス クエ ア ダ ンス に入 門 して未 だ 4年 半足

らず で す が 、何 故 か コンベ ン シ ョン の参 加

は今 回で 3回 目にな りま した。

私 達 (家 内 も含 めて )は 比 較 的早 い 時期
か ら、怖 い物 知 らず で 、他 ク ラ ブ の ア ニバ

ー サ リー等 に 出来 るだ け参 加 す る様 に心 掛
けて き ま した か ら、 ダ ンス の技 術 は さて お

き、多 くの友 人や 知 り合 い が増 えた り、遠
い所 の アニバ ー で は一 寸 した 小 旅 行 気 分 を

味 わ った りで 、 ダ ンス を よ リー 層 楽 しませ

て頂 い てい ます 。

今 回 の 岡 山は初 めて訪 れ る地 で もあ リダ
ンス 半分 、観 光 半 分 の期 待 を しなが ら参 カロ
した ものです か ら、 コンベ ン シ ョンの感 想
は と問かれ て も、 どち らか と言 えば オ プ シ
ョナル ツアー で瀬 戸 大 橋 、瀬 戸 内 の クル ニ

ジ ング、倉 敷 。大原 美術 館 等 の 印象 の方 が

強 く残 って は い ます が tし か し、何 とい っ

て も全 国か ら 1048名 の会 員 を集 め 3日
FH5に わ た り盛 会 裏 に大 会 を運 営 され た 地 元
実 行 委 員 、 関係 者 の ご努 力 は 大 変 な もの だ
つた と思 い ます し、上 田実 行 委 員 長 が 言 わ
れ る通 り、 2年 間 に わ た る準備 が 実 を結 ん

だ 立派 な コ ンベ ン シ ョンだ った と思 い ま し
た。 (拍 手 )

さて 、 だ ん だ ん記 憶 が薄れ て きた い ま 、
も う一度 大 会 案 内や ら観 光 しお り、 ス ナ ッ
プ写真 等 を見 直 しな が ら岡 山 コ ンベ ン シ ョ
ンを断片 的 に振 り返 ってみ ま した 。

残 暑 厳 しい 9月 13日 か ら 3日 間 、 岡 山
駅 ビル 続 きの ホテ ル グラ ン ヴ ィア 岡 山 を会
場 に して 開催 され ま した。 当 ク ラブ か らは
福 岡か ら駆 けつ け て こ られ た 諸 岡 さん を含
め 17名 が参加 しま した。

行 きは 中込 さん の ご配 慮 で特 別 割 引 きの

航 空 券 で 空路 岡 山へ 直行 。 (感 謝 )

今 回 の ホテ ル は会 場 の グ ラ ン ヴィア 岡 山
と道 一 つ 隔 て た 三 井 ガー デ ンで パ ニ ェ 着 装
の まま 出入 りが 出来 た の で女性 群 は助 か っ

た ので は ない で しょ ぅか。

例 に よって 、 メイ ン会 場 で の合 同 ダ ンス

は 、 さす が に狭 くセ ッ トのぶ っつ か りも し
ば しば見 られ ま した が 、 初 めて お 目にか か
る九州 、 中国地 区 の若 手 コー ラー に よ る楽
しい 踊 りで場 内が盛 上 が りま した。

合 同 ダ ンス の後 は会 場 を分 割 、移 動 し私

達 は B、 MS、 RDの 会 場 を適 当 に渡 り歩

き比 較 的楽 に踊 る こ とが 出来 ま した。

当 ク ラブの熊 野 姐 さん の コール に は全 員

集 合 で盛 上 げ、全 国大 会 で の コー ル を無 事

終 了 しま した。 (拍 手 )そ の他 、 市原 の森 口

さん 、鈴 木 さんペ ア の コール に も駆 けつ け

応 援 、相 変 わ らず の元気 印 、 RDで は諸 岡
さん 、泉水 さん の キ ュー で楽 しく踊 らせ て

も らい ま したぢ

2日 目の 14日 は 日中ほぼ 1日 ツアー 、

道 路 公 団でい ま話題 の 四国連 絡 橋 の一 つ瀬
戸 大 橋 を渡 リサ ン フ ラ ンシス コのそれ と同

名 の フイ ッシ ャー マ ンズ 。ワー フで祭 り寿
司 、讃 岐 うどん の昼 食 は 、 さす が本 場 の味
で した。 ア フターパ ー テ ィのつ まみ (マ マ

カ リ)を 求 めて か ら咸 臨丸 で クル ー ジ ン グ、
そ の後 は一 路戻 つて 、お 目当て の倉 敷 美観
地 区 の散 策 と大 原 美 術 館 の名 画鑑 賞 です が
ツア ー で は時 間 が な くて ゅ っ く り見 られ な
い の が残 念 で した。

夜 の手 キ ジ ビシ ヨンの阿波 踊 りは 、何 と
い つ て もこの 日のハ イ ライ トで した。

賑 や か なお 囃 子 に の って 、身 振 り手振 り

も しなや か な本 場 踊 り子 連 の輪 に混 じって

地 元 会 員 や 東 ス ケ の和 田 さん 、静 岡 の長 東
さん 等 の飛 び入 りもあ り、会 場 一杯 盛 況 な

阿波 踊 りで した。 (喝 采 、喝 采 )

ダ ンス終 了後 の ア フ ターパ ー テ ィはい っ

もの様 に ツイ ンル ー ム ぎ ゅ うぎ ゅ う詰 めで
の小 宴会 、 深夜 にわ た って盛 上 が りま した、
皆 様 ご苦 労様 で した。

今 回 もキ ャ ッチ フ レー ズ の通 リス クエ ア

ダ ンス は友 の輪 。人 の輸・ ダ ンス の輪 で し
た 、 そ して又 新 しい 友 の輪 が広 が りま した。

‐ヽ ‐



卒業式パーティー

亀 田 義 憲

2002年 も間 もな く暮 れ よ うと して い

る。 松 井 選 手 のヤ ン キー ス入 りが 囁 かれ る

中、つ い に初 心者 コー ス の卒 業 式 と忘年 会

の 日がや って来 た。

9月 か ら 12月 に か けて の 16回 (1回
欠 )は 我 な が らよ く頑 張 った と思 う。 や は

り年 を取 っ て か らの習 い 事 は 大変 で あ る。

も とも と運 動 神 経 が 鈍 い 上 に、脳 内 メモ リ

ー チ ップ も容 量 が 小 さ く劣 化 が 激 しい か

らに違 い ない 。 最 後 の こ ろは 、新 しい動 作

をイ ンプ ッ トす る と初 期 に保 存 して あ った

ものが オー バ ー フ ロー して しま う始 末 で あ

る。

卒 業模 範 演 技 は とて も緊 張 した が 、全 員

とて もス ムー ズ に終 え る こ とが で きた。 し

か し、後 で 考 えて み る と、 これ は担 当 の池

田・ 高 橋 講 師 が基 本 中の基 本 動 作 を組 ん で
コール して 下 さつた か らに他 な らない の で

あ つて 、 これ で頭 に乗 つて は い け ない と 自

戒 した。

卒 業 証 書 を頂 くの は、 や は り嬉 しい もの

だ。 特 に 「黒 一 点 」 と呼 び 出 され 注 目を集
め は した も の の 、「頼 りな い 黒 」 で 申 し訳

ない と も思 った。 余 談 な が ら体 育会 系 に 自

信 の ない私 は 以 前 か ら文 科 系 サ ー クル に顔

を 出す こ とが 多 く、結 構 「黒 一 点」 の経 験

者 な のだ。

さて 心配 され た 雨 も降 らず 「ガ ン ツ ォ」
で のパ ー テ ィは 実 に和 や か な雰 囲気 で進 行

した。 特 に私 のテ ー ブル には担 任 の池 田・

高 橋 講 師や キ ュア ー の黒 崎 。西 山両夫 人 が

同席 して 下 さ り、更 に感 激 ひ と しお で した。
ど うや ら長 い 冬 の夜 は終 わ りを告 げ る こ

とな く 2次 会 ・ 3次 会 と続 い た よ うだ が 、
これ に も初 心 者・ MSと 段 階 が有 る よ うで

(冗 談 )ビ ギナ ‐ た る私 は 2次 会 で 十分 満

足 し、帰 路 につ い た。

最 後 に 2003年 もメモ リー チ ップ が壊

れ ない か ぎ り皆 さん に追 いす が って 行 こ う

と思い ます の で 、役 員・ 先 輩 の皆様 方 、何

卒 よ ろ しくご指 導 の ほ どお願 い します 。

V^M

卒業 式パ ー テ ィに よせ て

今井  幸江

季節 も秋 か ら冬 に移 り、四 ヶ月 の講習 を

終 了 12月 22日 迎 えた 当 日、初 めて ク ロ

ーバ ー リー フの コスチ ュ ウム を着用 し、い

つ も と違 った 自分 の発 見 で した。

何 とかパ ス して卒業証書 を手 に、 ここ迄

ご指 導下 さつた コー ラー さん始 め、皆様方
のお 陰 と感 謝 の念 で一杯 です。

又 、盛大 なパーテ ィ、 当会員 の方 達 は勿

論 の事 、他 の クラブ よ り大勢 の参加 にて、

会場 は熱気 にあふれ 、 コスチ ュ ウム も各 々

趣 向 を こ らし、華や か にて感 激致 しま した。
「初心忘 るべ か らず 」 この気持 ちを持 ち、

これ か らも続 けて参 りたい と存 じます。

宜敷 くお願 い致 します。

親 子 三 代 夏 祭 り「どじょ うつ かみ」

8月 17日 恒例 の夏祭 りが開催 され 、 ク

ローバー とミックスか ら大勢参加 され ま し

た。今回、主役 の どじょう君達 は、江沢 さ

ん宅で前夜泊、猫対策 の効果 もあ り当 日無

事会場へ到着。元気 に どじょ うを追いまわ

子、少 し怖そ うに触 る子、危険 を感 じ勢 い

よく逃 げる どじょ う、思わず手 を出す親 、

等 々、それぞれの表情 が和やかで好評 の う

ちに、み るみ るどじょ うはいな くな り、早

めの店 じまい とな りま した。

当 日参加 された皆 さんお疲れ さまで した。

クローバー リー フ講 習 会 開催

8月 24日 クローバ ー リー フ主催 の講習

会が開催 され ま した。今回は MS、 Pコ ー

スの他、午後 か ら青少年 向けの講習会 も行

なわれま した。

MS、 Pコ ー スは近 隣のクラブの方々等、

約 120名 が参加 され ま した。 コー ラー の

丁寧 な解 りやすい講習 は大好評 で、有意義

な 1日 で した。青少年 コースは 2名 の方 が

参加 され充分楽 しんで頂 けた よ うです。 さ

す が記憶力抜群 、将来 を担 つて頂 ける方 々

で した。

参加 された コー ラー、ダンサーの皆 さん

お疲れ さまで した。
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第 50回 ビギナ ー講 習会 に あた り

渡部  三喜男

9月 か ら始 ま る今年 の ビギナー講 習会
は、第 50回 を迎 えます。

この記念す べ き ビギナー講 習会 の講 師 に
私 と熊 野 さん の二人 で担 当 させ てい ただ く
こ とにな りま した。誠 に光栄で ある と共 に、
責任 の重 さを感 じてお ります。

私個 人的 には、 ク ローバ ー の初心者講 習
会 を務 め させ てい ただ くのは、第 44回 講
習会 以来 です ので 6年 ぶ りとな ります。

ダ ンス をま った く初 めて習 う方 に とって
は心配 で戸惑 い も多いで しょ うし、社 交 ダ
ンス と勘違 い され て来 られ る方 もお られ る
か も しれ ませ ん。 何事 も最初 が肝 心 で、特
に講習会 の初 回で は、講習会 に来 られ るき
つか けは何 で あれ 、 どなたで も明 る く楽 し
い ダ ンスだ な あ、 クラブの雰 囲気 が いい な
あ、来 週 もま た来 て み た い な あ、 とい ぅ印
象 を持 って くれ る こ とが とて も大 事 だ と思
い ます 。 この点 に気 をつ けて 、 明 る く親 切
に接 した い と思 って い ます 。 会 員 の皆 さん
に も ど うぞ初 心者 の方 々 に積 極 的 に声 をか

け、 明 る く接 して あ げて くだ さい。
熊 野 さん と二 人 三脚 で精 一杯 務 め させ て

い た だ きた い と思 い ます ので 、 み な さん 、
ど うぞ よろ しくお願 い い た します 。

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

☆ スクエアダンス十則 ☆

記念すべき第 50回初心者講習会
熊 野  美 佐 子

ク ラブ の年 数 が 38年 、初 心者 講 習 会 が
50回 、最 初 の頃 は年 2回 ビギナ ー を募 集
して い た そ うです 。 ともあれ 、記念 す べ き

第 50回 初 心者 講 習 会 で 、渡 部 講 師 の助 手
を勤 め る こ とは光 栄 です 。

私 は 38回 の卒 業 です が 、 毎年 この時期

|こ
な る と ビギナ ー の 頃 を懐 か しく思 い 出 し

ます 。

ス クエ ア ダ ンス は ア メ リカ の ダ ンス な の
で コー ラー の指 示 は 一応 英 語 です 。 英 語 と
言 つて も、文 章 で は な く、単 語 を 50近 く
覚 えれ ば、踊 れ る よ うにな ります 。

覚 え方 は人 それ ぞ れ です が 、

○理 論 的 に覚 え る (日 本 語 の意 味 を理

解 して覚 え る )

○体 で覚 え る (何 度 もや って体 で覚 え

る )

○ ムー ドで覚 え る (リ ズ ム に乗 って楽
しみ なが ら覚 え る )

等 い ろい ろだ と思 い ます が 、 一 つ お 奨 め し
たい こ とが あ ります 。 覚 え る こ とに一 生 懸
命 に な る と、 下 を 向い て踊 りが ちです が 、
お 互 い顔 を見 て踊 る こ とです 。 相 手 を見 て
い る と何 を してい るの か もわか ります し、
楽 しさ も増 して き ます 。 例 えば 、ス ゥイ ン
グスル ー の動 作 も、右 手 で 回 る とき は右 の

人 を見 て 、左 の時 は左 の人 を見 る とわか り
や す い です 。

昨年 の卒 業 生 が 、 会員 タイ ム の時 ス イ ス
イ と踊 つてい るので す か ら、 一年 後 を楽 し
み に して一緒 に踊 っ て い きま しょ う。

私 は講 師 とい って も、発 音 もコー ル もな
か な か上 達 しない の です が 、渡 部 さん の流
暢 な英 語 に刺 激 され な が ら又 学 ん で い きた
い と思 い ます の で よ ろ しくお願 い します 。

第 1則 よく耳を傾けよ。
第 2則 セットを早く作れ。
第 3則 礼儀正しくあれ。
第4則 時間を守れ。
第 5則 考え深くあれ。
第 6則 協力を惜しむな。
第 7則 ムリをするな。
第 8則 友情を深めよ。
第 9則 常に学べ。

第10則 ほほえみを持て。

鑽

雛

鶉

颯

舗雖穆雛穆雖
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【クローノ
:―

リーフ15年度役員】
鬱謬F場経  為冬

◎会  長

◎副 会 長

◎企画部長

企 画

◎指導部長

指 導

◎総務部長

庶 務

会 場

受 付

特別例会

RD:川 村・鍋藤

S協費担当 ○川村・佐々木 。中村 (洋 )・ 照井

例 会  ○荒武・岡崎 。摂津・竹内

万崎 。内山 (菊 )

コスチュウム ○黒崎・西山(美 )

スナック  ○池田・土屋・鶴間 。辻 (ち )

佐々木 。今井・駒崎

◎財務部長 下門 佳代子

会費担当 下門 。西山(美 )

特別例会  SD:北沢・酒匂

RD:り ||オ寸

◎監  査 佐藤

☆日本スクエアダンス協会幹事

川崎 。窪園 。西山

☆日本フォークダンス連盟 SD委員

西山

☆千葉県スクエアダンス連絡協議会幹事

川崎・窪園・西山

☆千葉県フォークダンス連盟評議委員

川崎

☆千葉市青年協議会

坂本 。江沢 。三上

窪園 弘治

川崎 秀夫・西山 隆文

渡部 三喜男

○渡部・熊野・池田

大塚・森野 。高橋 (敦 )

○中村 (英)。 高本         |‐
○池田。岡本・吉り|卜 鹿住      

‐

中村 (英)。 中村 (玲)・ 住安

高橋 英夫

○高橋・窪園・西山・渡部

岩月 。熊野・池田

RD:西 山(美 )・ 黒崎

川村 玲子

○中込

○岩月 。江沢・田中(と )。 中島

○岡本・鍋藤・ 田中(和)      .
SD:酒匂

☆ 編 集 後 記 ☆

異 常気象 で冷夏 に終 わ り、 9月 に入 つて
夏 日が続い た り、 11月 上旬 の気温 にな っ
た りで、体調 には気 をつ けま しょ う。

第 37回 アニバ は、予想 以上 の参加者 で
盛会裏 に終 わ り、少 し涼 しか った親 子三代
夏 まつ りも大好評で 、 当 日参加 され た Aさ
ん (他 クラブ )の 家 の ど じょうも、まだ一 匹
だ け元気 だそ うです 。 うれ しいです ね。

9月 か らの初心者 講習会 も 9名 の方 の参
加 が あ り快調 に始 ま りま した。 11月 には
初 めて の一泊旅 行 も予定 され てい ます。 昨
年 の合宿 同様 楽 しい企画 もあるよ うです。
一人 で も多 くの方 々の参加 が あれ ば と思い
ます 。係 りで は、常 時皆様 の原稿 を募集 し
てい ます。 お気軽 にお寄せ 下 さい。

これからの行事予定&パーティー

外

報

渉

会

10月 19日

24日 -26日

26日

11月 1日 -2日

16日

29日 ～ 30日

12月 6日

7日

13日

21日

23日

平成 16年

1月 11日

12日

17日
`～

18日

25日

2月 1日

1日

8日

11日

22日

29日

3月 5日 ～ 7日

20日

,  21日

28日

4月 3日 ～4日

11日

18日

フルーベルスクエアーズ

全 日本RD講習会

千代田スクエアダンス

支部SD/RD講習会

松戸 SD協会

温泉親睦旅行

三笠宮殿下米寿祝賀会

城東スクエアダンス

RDミ ニミニパーティ

卒業パーティ

柏 トーランス

東京 SD普及会

スクエア」OY
神奈川県 SD交歓会

千葉県 SD講習会 (予定)

東京都Do―SttDo

横浜 SD愛好会

白井 SDC
つがむらSDC
メリーパイオニア

埼玉ジャンボリー

全 日本 SD講習会

メイプル SDC
千葉県ジャンボリー

所沢サンデーメイツ

小田原シャトー

町 EBス クエアダンス

第38回 クローバーリーフアニバ
○
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